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220-0023 2-4-22 202 TEL 045-321-8601   FAX 045-317-9072
http://www.amamo.org/ Facebook https://www.facebook.com/amamo8k/

Amamo Revival Collaboration in Kanazawa-Hakkei, Tokyo Bay Area
(Contact point) 2-4-22-202, Hiranuma, Nishi-ku, Yokohama, 220-0023, Japan  Phone +81-45-321-8601  Facsimile +81-45-317-9072http://www.amamo.org/

2000

NPO・市民団体
NPO海辺つくり研究会、海をつくる会、

NPO BlueLife、ふるさと侍従川に親しむ会、
東京湾再生官民連携フォーラム、

東京湾の環境をよくするために行動する会 ほか

教育機関
横浜市立大学、武蔵野大学、

横浜市内の小学校、県立海洋科学高校、
県立金沢総合高校、横浜市立金沢高校 ほか

協力組織
横浜市漁業協同組合、瀬戸神社、磯子環会、
横浜市緑の協会、UMIプロジェクト参加企業、
八景島シーパラダイス、横浜ベイサイドマリーナ、
ロータリークラブ、ライオンズクラブ  ほか

国土交通省（関東地方整備局港湾空港部）、
神奈川県（水産課・水産技術センター）、
横浜市（環境創造局・港湾局・温暖化対策

統括本部等）、金沢区 ほか

©Google
©Google



３ 
地球環境カレッジの 

環境教育への取り組み 

子ども環境カレッジ in 東京世田谷 「夏休み 環境★生きもの体験」 

チリメンモンスターを探せ 

海藻押し葉づくり 

東京湾クイズに挑戦 

子ども環境カレッジ in 大阪南港 「身近な生きもの探検隊」 

干潟のカニたちに手を触れる 
ことができるタッチプール 

干潟の大切さを勉強 

毎年、夏休みに環境や生きものに関するいくつかのメニューを提供しています。 
参加者は近隣の小学生とその保護者で、一緒に楽しみながら手を動かし、環境や
生きもののことを考えるきっかけを作っています。 

毎年、夏休みに大阪南港野鳥公園の施設を利用して、干潟の
さまざまな生きものを観察したり、手に触れたりするメニュー
を提供しています。 
参加者は近隣の小学生とその保護者で、自分の住まいの身
近な場所に豊かな自然があることに驚きます。 

2017.07.29開催 

2017.07.29開催 

特定非営利活動法人 地球環境カレッジ（GEC） 
 〒154-0012 東京都世田谷区駒沢3丁目15番1号   電話＆FAX：03-3424-3832 
    E-mail：gec-jimu223@gecollege.or.jp      URL：http://www.gecollege.or.jp 
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東京湾トレイル
（散歩・ジョギング・自転車・
バードウオッチング・環境教育）

シンクタンク日本

東京湾トレイル研究会

｛問い合わせ先｝
シンクタンク日本 東京湾トレイル研究会 鈴木明人

〒２７０－００２１ 千葉県松戸市小金原２－２－１２

目的
日本の玄関である成田空港・羽田空港・横浜港が面する東京湾は高い観
光価値を持ち、人々のリクリエーションの場として親しまれている。ここには
すでに多くの海浜公園や自然保護地区が点在しているが、これらを歩道・
自転車道でつないで線とすることにより、東京湾の観光・リクリエーション
の場としての価値を高めてゆく。

イメージ
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◎港湾・漁港水域内は、魚介類にとっての貴重な静穏域であり、防波堤などの施設

　は魚礁としての機能や岩礁性藻場の付着基質として機能します。

◎港湾水域等の自然再生を図るため、生物共生型港湾構造物の整備を推進する政策

　が進められています。

防波堤や護岸の基礎マウンド部、ケーソン壁面に貝殻構造物

を設置することで、多種多様な小型動物や魚介類の生息場・

餌場を提供します。貝殻の利用技術を応用して、港湾構造物

の新設、改良の際に生物の共生を付加する提案をしていきた

いと考えています。

貝殻利用研究会
参画会員 （2017 年 5月現在）

（JF グループ）
　　JF いしかわ　JF 三重漁連　JF 兵庫漁連　JF 岡山漁連　JF 広島漁連　JF 香川漁連　JF 愛媛漁連
　　JF 福岡ぎょれん　JF 長崎漁連　JF おおいた　JF 宮崎漁連
（企業）
  　( 株 ) 大本組　海洋建設 (株 )　( 株 ) 片山化学工業研究所　(株 ) 環境総合テクノス　三甲（株）
（事務局）
　　JF 全漁連 資材課内　海洋建設（株）

ケーソン ケーソン

基礎マウンドの捨石基礎マウンドの捨石基礎基礎基礎マウ基礎マウ基礎マウ基礎マウ基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎マウこれまでに全国 30箇所以上の港湾・漁港水域内に設置された

「貝殻構造物」の効果について検証しました。

◎貝殻構造物を設置した港湾・漁港水域を

　対象に、魚介類の集魚量、餌生物の動物

　量を調査しました。

◎防波堤やケーソンの壁面などを対照区と

　して設定し、面積当たりの生物量の比較

　を行いました。

◎貝殻を利用した生物生息基質を取り付ています。

◎貝殻の重なりによってできる様々な空間には、

　エビ・カニ等の小型動物が非常に多く生息します。

◎貝殻を生息基盤として利用するため、

　バイオマス資源の有効利用につながり

　ます。

貝殻構造物を設置したことによる魚介類の集魚効果、

餌生物の増殖効果は明らかであった

貝殻構造物を設置したことによる魚介類の集魚効果、

餌生物の増殖効果は明らかであった

餌生物の動物量 直径 15cm, 長さ 30cmの貝殻テストピースによる調査

（調査結果の一例）

魚介類の集魚量 潜水目視調査による魚種、個体数等の計測を実施

「漁港内水域等に設置した貝殻構造物による増殖効果」平成 29 年度日本水産工学会学術講演会　学術講演論文集 , pp.66-pp.69, 2017

浚渫土砂

捨石基礎

幼稚魚のナーサリー効果

環境・生態系保全効果

藻場の造成

港内側 港外側

港内静穏域の利用

貝殻使用施設

生物共生機能の付加生物共生機能の付加

岸壁岸壁
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東京湾再生推進会議

海域対策分科会

（主催）

①募集

関東地方整備局

（事務局）

横浜市

（協力）

一般市民一般市民一般市民一般市民

学学学学 校校校校

ＮＮＮＮ ＰＰＰＰ ＯＯＯＯ

⑤水域開放

⑧活動報告

②応募

③審査

④通知

⑥連携

⑦活動
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東京湾のアマモ場再生に向けた取り組み東京湾のアマモ場再生に向けた取り組み東京湾のアマモ場再生に向けた取り組み東京湾のアマモ場再生に向けた取り組み

～多様な主体による海域環境改善～～多様な主体による海域環境改善～～多様な主体による海域環境改善～～多様な主体による海域環境改善～

〔提出先・問い合わせ先〕

国土交通省 関東地方整備局 港湾空港部

〒２３１－８４３６ 神奈川県横浜市中区北仲通５－５７ TEL ０４５－２１１－７４０６

http://www.pa.ktr.mlit.go.jp/index.html

東京湾UMIプロジェクトとは

アマモ場再生活動について

プロジェクトの参加団体

平成25年度にプロジェクトが開始された当初は3団体の参加でしたが、平成29年度現在は5団体が携わっています。

≪≪≪≪活動の流れ活動の流れ活動の流れ活動の流れ≫≫≫≫

≪≪≪≪主主主主なななな実施場所（横浜市金沢区白帆）実施場所（横浜市金沢区白帆）実施場所（横浜市金沢区白帆）実施場所（横浜市金沢区白帆）≫≫≫≫

UMIプロジェクトによる

取り組みエリア（約2万㎡）

○一般財団法人 セブンイレブン記念財団 ○株式会社高千穂 ○東洋建設株式会社

○マルハニチロ株式会社 ○東京ガス株式会社

平成20年当時取り組みエリアとその周辺のアマモの植

生は、乏しい状態でした。

平成28年時点では、取り組みエリアを越えて繁茂

しています。
取り組みエリア周辺のアマモ場再生の推移

アマモはイネに似た植物で、海草の一種です。

海中の汚れが分解・浄化される際に酸素が必要となりますが、アマモは

光合成を行うことにより二酸化炭素などを吸収し、酸素を放出すること

から海水の浄化に寄与しています。またアマモが群生しているアマモ場

は、生物の生息場所、魚介類の産卵・保育場や漁場としての機能も有

しています。

一方で明治時代以降東京湾のアマモ場は急速に衰退していることか

ら、東京湾再生推進会議では海域環境改善に向けた取り組みとして掲

げている「NPOや企業、漁業者等による藻場等の造成の推進」に基づ

き、東京湾の公共水域において多様な主体と連携・協働してアマモ場

再生に取り組み、人々の海への理解や関心を高める活動の一環として

「東京湾UMIプロジェクト」を推進しています。

アマモ場の再生状況

※ドローンにより撮影

民

間

企

業
・

・

・

船上からの播種

花枝採取

春から初夏にかけて、アマ

モの花枝の先端の花穂に種

子がつくられます。

種子を花枝ごと採取した後

に取り出し、紙粘土に包んで

海底に直接撒く他、種子を苗

まで育てて移植するなどの方

法でアマモの育成に取り組ん

でいます。

198m

①

②注:図①、②は、「アマモ類の自然再生ガイドライン」（水産庁・マリノフォーラム２１）から引用
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生物共生型護岸「潮彩の渚」生物共生型護岸「潮彩の渚」生物共生型護岸「潮彩の渚」生物共生型護岸「潮彩の渚」

を活用した取組を活用した取組を活用した取組を活用した取組

～再生資源材の環境改善効果～～再生資源材の環境改善効果～～再生資源材の環境改善効果～～再生資源材の環境改善効果～

〔提出先・問い合わせ先〕

国土交通省 関東地方整備局 横浜港湾空港技術調査事務所

〒２２１－００５３ 神奈川方整備局県横浜市神奈川区橋本町２－１－４ TEL ０４５－４６１－３８９６

http://www.pa.ktr.mlit.go.jp/yokohamagicho/

概要

写真１ 潮彩の渚 全景と実証試験位置

『潮彩の渚』は、地震に強い港湾施設と海の生物が共存

できる構造を再現し、その結果を実験的に実証しながら、護岸

の補修や補強に活かしていくことを目的として、2008年2月29
日に竣工した、干潟・磯場等環境実験施設です。

これまでに193種類の生物が確認されるなど、その成果は、

今後、生物共生型護岸を展開する上での貴重な知見が得ら

れています。

近年では、調査や実験を行いやすい実験施設としての利点

を生かしながら、再生資源を用いた干潟基盤材に関する実証

試験や、近隣住民を招いた環境学習・自然体験活動を行って

います。

再生資源の干潟基盤材として機能特性に関する実証試験

環境学習・自然体験活動

天然資源の入手が困難となりつつある社会情勢の中で、天然砂の代替

材として各種の再生資源が着目されています。それらの干潟基盤への適

用性を評価するため、『潮彩の渚』の中段に再生資源を覆砂してモニタリ

ング調査を行い、その結果を元に、干潟基盤が持つ多様な機能を、生態

系サービスの観点から評価を行いました。

平成28年度の時点で、再生資源は、天然砂と同等か、それ以上の機能

を有する可能性が示されています。

江戸前アサリわくわく調査(2017.7.25) 環境学習（幸ヶ谷小学校）（2017. 9.20）

図２ 評価結果（平成２８年度）
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生物生息・生産機能

水産物供給機能

砂

砂 フェロニッケルスラグ石炭灰造粒物

生態系サービス 基盤の生態系機能

基盤サービス 生物生息・

生産機能

生物の生息場や、生物が

生産する場となる機能

供給サービス 水産物供給

機能

アサリ等の水産物が生育する

場となる機能

調整サービス 水質浄化

機能

生物が生息し、水質が

浄化される場となる機能

文化的サービス 親水機能 人々が近づき、潮干狩りや水

遊びができる機能

表１ 評価項目

※ベントス：底生生物

周辺住民の小学生を対象に、元東邦大学名誉教授風呂田氏ご指導

のもとアサリについての調査目的・調査方法をご説明いただき「潮彩の

渚」にて調査・計測を体験いただきました。最後は自由調査としてアサリ

以外の生物採集も楽しんでいただきました。

東京湾の歴史や現状などの説明と「潮彩の渚」

にて生物観察を行いました。



１ 東京湾における高潮の確率論的評価東京湾における高潮の確率論的評価東京湾における高潮の確率論的評価東京湾における高潮の確率論的評価

〔問い合わせ先〕

東京大学 新領域創成科学研究科 海洋技術環境学専攻、 株式会社インターリスク総研 総合企画部 久松（ひさまつ）

〒２７７－８５６１千葉県柏市柏の葉５－１－５環境棟４８１ TEL ０４－７１３６－４７２９ E-mail ：6865396467@edu.k.u-tokyo.ac.jp

１．はじめに
• 強風と高潮による複合被害は、物的被

害の面でピークリスクになる可能性
• 防災基本計画が修正され、「増加する

水害リスクに備えるための水害保険、共
済への加入促進」等が追記

• 保険システムの継続には、高潮リスクの
定量的予測が重要

• 高潮による水産業への影響を評価する
既往研究の蓄積が不⼗分

• 確率分析は計算負荷が⼤きい
• 本報では、簡易的な確率分析
手法を提案し、その適用性を考
察する

２．研究方法
1. 既往研究の確率台風モデルを用い、経験式により、1万年分の台風を対象とした高潮を計算する
2. 東京における高潮と再現期間の関係を示す
3. 上記の結果から、代表的な再現期間の台風を抽出する
4. 抽出された代表台風を対象に、数値シミュレーションにより高潮浸水深分布を計算する

1
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）

平均海面からの水位（m）

天文潮位未考慮 60分潮を考慮

東京における高潮の再現期間

抽出された代表台風

３．研究結果

４．おわりに
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数値モデルの検証
（1985年台風6号）

1. 経験式の再現性の精査・数値シミュレーションによる評価の必要性が示唆された
2. 高潮ハザード解析の精緻化のため、破堤モデルを構築する必要がある
3. 高潮ハザードから建物等の被害を正確に算出する被害関数を構築する予定である

中心気圧（hPa）


